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幼稚園教員養成課程における
　　　　「専門性」習得に関する調査研究（その3）

大宮勇雄拗冤教翻

　この報告は，本学の幼稚獲教員養成課程におけ

る専門的力量の形成に関する，西久保，白石との

薬局嚢葺究の第3幸灘こあたるものである。

　その調査全体の撮要については第i鞍で詳逮さ

れているので，省酪する。（西久保穰造・白石愚子

「幼稚露教員養成課程における罫専門性囲習得に

関する調査鋳究（そのi）｛その2）」本紀要第担・

蔦号，聾88・齢年〉

　ここでは，調査項鐸のうち，絵蚕製作領域に関

する開題と，幼晃観・探春観に関する問題を取り

上げ考察を換える。

1．幼晃観の発展過程

　私たちは，学生諸霧に薄してどのような「幼児

観」を体得することを難待しているだろうか。幼

晃観・保奢観の形成というものは，大学教育の集

大成とも言うべきもので，その内容については，

さまざまな角度から論ずることが可能であろう

が，大学教育の麩標として掲げるにふさわしい「幼

獲観」とはどのようなものであろうか。

　ここで，私たちは，大学1こおいて形成さるべき

「幼児観」の内容というものを，と9あえず，次

のようなレベルで霧題起すべきだと考えた。

　第一のレベル1ま，ひとりひとりの子どもたちの

異体的な行動の事実と意味を正確に摺握し，そこ

にある子どもの心理を感じ取るカであろう。

　もう一つのレベルは，そうした異体的な子ども

を羨にした「生きた麺握」の蒲提となる知識とし

ての，「幼晃」紅ついての一般的な，科学的知識の

修得であろう。

　上記の点を閣らかにするため，次のような方法

を採濡した。

　まず，幼稚醗晃縄歳）が砂場で遊んでいる様

子を撮影したビデオを約5分穏駿写し，そののち，

「砂場遊びの様子を見て，幼児とは，どのような

ものだと考えますか。」という質問iに薄して蠧毒

記述方式で露答を求めた。

轡　異体的な幼鐙の姿に耕する言及

　第｛）レベルについては，この設問の中での「ビ

デオの中の子どもたちの姿」をどれだけ数多くと

らえられたかによって推し量ることができるので

はないかと考えた。

　さて，ビデオに験し崖された幼児の姿から，ど

れだけの異体的行嚢が，幼発を特徴づけるものと

して擢i墨されただろうか。自表記違の懇答の中に，

幼児の翼体的な活動の記述がなされている頻度の

分霧を表iにまとめてみた。

　表聾こ窮らかなように，昼答の申で，幼晃の異

体的な活動に言及している頻度は，i・2隼生に

比べて，3・塁年生で有意1こ高い数値を示してい

る。質問が要求する幼晃の一般的な鷲質を運べる

に当たって，ビデオに駿写された幼児の具体的な

行動をどれだけ舞示するかは，もちろん羅答者の

甥懸1こ委ねられている。にもかかわらず，3隼を

境にしてその頻度にこれだけの差が生じるのは，

いったいなぜであろうカ㌔

　とりあえず零確に蓄えることは，レ2葬生の

場合，「幼児」を一毅的・雛象的に趨走するに際し

て，異体的な活動の状態ラ穂をどの様に行ってい

表i　幼晃の異鯵的姿をどれだ毅とらえたか
　　　（幼鷺の翼体麹活i懸の提示数）

提示数
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るか，ということは，それほど重

要な問題とはなりえていないとい

うことであっ，　3・塁年生では，

幼発の嚢捧的な活動の内容や状態

に離して，その申に幼鷺の…毅的

な特質を見いだすことができると

いうことである。

　このことから，3・4年生の方

が，「幼児」というものの一般的な

概念燐定と，異体的な「幼箆の活

動」の捉え方との霧に，よ参柔軟

な薄逆的操霧・思考が再籠である，

ということができるのではない

か。言い換えれば，ひとりひと参

の幼鷺の行i勤の意珪素するところ

を，幼児の発達段踏や心蓬的特質

と照合しながら，よ9深く選解す

ることが薄能にな参，その結果，

幼晃の撃アルや姿が「見えるよう

になってきた」のだと。

　もちろん，具体的甥示が多いこ

とがただちに豊かな幼児観を生み

摸すとは銀らない。しかし，一入

一人の幼晃のひとつひとつの行動

のヂ意妹」を，より一般的な文緻

の申で墾解する力が，3・4奪生

姜こなるとついてくるということ

表2　幼晃とはどういうものか

i　隼
i嚢＝2の

2　無
闍ﾆ2§〉

3年　4隼i類質27／，韓嚇〉i

誹

i．遊びに熱中・夢中，

Gネルギッシュ
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＝[ジ・興味で活動 ㎜
毒 § 7 i7

6．麩の子どもの模徹が

ｷん
4 i 5 5 欝

7．　｛寧馨暴意識幽ノレーノレ・

ﾍ靆分擾，娃会姓
違 8 8 9 29

8．友だち紅穫1心，一鰭

@にいることで安心
i 4 垂 7 i6

9．自己串心的，馬懸こ

ｳ鱒心，麺々バラバラ
2 2 i3 i2 29

戴懸人差，カの差，土
@下騰係帰一ダー

3 罎 9 鱒 26

は，幼稚躍教晦としての専門的力量の殉上善こ結び

付くものと害えるであろう。

　さて，では，この嫌な幼児の行動の意蘇づけが

できるよう紅なるプ寂セスはどのようなものであ

ろうか。それまでの大学での学習と，3奪次・4

年次の教育実習が，幼児理解の方法を体得する上

で，非常に重要な契機となっているであろう。そ

してそうした契機の中で，“鯖児”の一般的なイ

メージや短識に轡らかの変化が生じた結果，上達

のような，幼シ羅の翼｛奉的な建玉握力婁寮｝舞藝となったの

ではないか。

　そこで，次に，「幼児」と言うものの一般的な規

定が，学隼進行と共にどのように変発していくの

か，以下，若干の考察を換えてみたい。

②　学年進行による幼児観の変容

　表2は，繭記の質問iに薄する§震記述の嚢答

一つ一つから，幼児の一般的な特質を規定したキ

ーワードをそれぞれ数懸ずつ抜き鐵し，それらを

意味の似通ったいくつかのグループに分けて示し

たものである。

　＆）「童心主義的」幼晃観

　これを見ると，まず第一1こ，抵学隼ほど，F幼児」

というもの紅対する社会通念的な掘握が多い点が

熱こっく。綱示すると，幼発の砂遊びの様子を見

て，その熱中・集中凄：に感心し（「遊びに熱中∫ど

ろんこ気にせず∫たわいないことに関心ρ，その

中に子どもな参の霞滋な発想や翻造方を髭いだし

（「遊びの展縫がすごい∫遊びの天才ノ概念にと

らわれず，のびのびとした露慈な発想3），子ども

の純粋さを大人にないものとして（「おおらかで，

人を気1こしな建「大入とは違う独自の轡界」「素

甕で純粋∫純粋ですばらしい」「疲れを知らない」〉

轟く評慰するというよう曇こ。

　こうした特徴づけは，いわば，“大入”紅隷置

される存在としての子どもの特質＝美点を説聡し

ているものであって，ビデオに硬し鐡された幼晃
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の姿に直接灘保するものではない。

　ヂ大人たちにあるような・・醸成の機念1ことら

われない翻造牲の広が参がある∫自分の遊びたい

ように遊びを繰参広げ・・気持ちにとても素嚢で

ある。私たちの考えられない発想を十分持ってい

る∫暈縫華こ砂場があるだけであるが，幼見たちは

それさえも警分の楽しい遊びという盤罪に変えう

ることができる。純粋ですばらしい雄（i隼）「私

たちだったら，かっこよく｛乍ろうとか，こうしよ

うとか，環念のようなものを持って作ってしまう

のですが，幼児は純粋にただそれをすることが楽

しくて，窪分の思うように藝鐡に砂あそびをして

いた」弩薄をやっても自然に思うままにやってい

る…　　大入1ま忘れてしまった翻造の毯界，夢の

燈罫を誇ったものである」（2隼／

　ここでは，子ども時代を叛け鐵してしまった現

在の露分を基準点1こして，ビデオの中の幼発の姿

を見つめていることが窺える。そして，大人が失

ってしまった入聡的な懸纏を，幼児の姿の中1こ見

いだし，感動している様子が窺える。ここには，

ヂ無力なるがゆえに愛くるしい」というような素

朴な幼髭観から一歩踏み織した，幼児が有してい

るエネルギ」や力強さの発見がある。

　とはいえ，基講となっているのは，常識的な童

心主義幼児観である。

　も）幼児難の発達特性への注懸

　表2から譲み取れる第二1の領海，それは，学隼

が進む毒こつれて，幼晃の発達的特性1こ注目した擢

握が増えるということである。

　2年生以降1こは，遊びが長続きしていないこと，

幼児の飽きやすさ・霧動的な領霧，子ども1ま自分

な9のイメージや興瞭に従って活動しているこ

と，遊びの中に1ま仲間意識やルールの端緒が存在

し，その中で社会性が身についていくことなどの

振舞が，i隼生に箆べて墾らかに増えている。く表

2の⑤～⑧）

　麟達した童心主義的な幼髭観においては，「幼泥

とは，行動すること1こいちいち羨的を持たないで

ただ当分がしたいから行動して，結果として掃か

が蕪り鐵されたりするのだと思います」／2隼）と

いう麺握に象鐵的1こみられるように，幼禿の内嚢，

というか幼児なりの擁掘」毒こ灯する還解は弱恥。

　それに嬉して，2葎次以降の発達特性的な鐙握

は，幼晃には幼児な参のイメージや興稼があるの

だということを馨線にするものである。その結果，

幼晃は，咳蜜自の趨：罪を持っていると思った。3「そ

の子な瞬こ窪分の考えで行動していると思った。

しかし，麹分の気持ちの赴くまま動いているので

はなく，一定のルールを詩ち，署葉を梗って構手

のことも考え．懲分のしたいことをやっている一

子どもの盤雰（社会〉ができていると思いました。」

（2年〉というように，子ども独察のヂ論瑳」に

着目することができるようになる。

　こうした掘握が培えるのは，2年次以降受講す

る幼児心建学や保畜内容の燐究の授業を通して習

得した知識によるものであろう。このことは，　2

年生において，童心主義的な摺握と発達特性的な

楚握が董存していることからも，裏付けられる。

　C）「発達途上人」としての幼児観

　さて第三の頬肉として，3・4隼生では，発達

特性的な捲握1こ癩えて，幼児というものを「発達

途上にある存在」として，いいかえれば今後身に

つけるべき諸能力の「欠麺誰未形成3において特

徴づける捉え方がめだって増えてくることが指摘

できる。

　すなわち，「幼児とは，濁じ場漸で縄じことをし

ていても，そこ毒こいる幼児みんなで遊んでいると

いう意識はまだ持って雅ない。」「懸人懸人がそれ

ぞれ遊んでいる。砂を積み上げている子がいると

思えば，それをくずしている子もいるといった感

じでまとま拳がない。この様子からみても幼児は

自己中心的であきっぼい。」（3隼／「ほかの子が粥

をしていようとも，自分のやろうとすることしか

まだ見えていない子が多い。り一ダーシップをと

蓼たがる子（自分のイメージを持って遊べる子）

とそれにしたがう子（自分の遊びのイメージが持

てていない子／がいる」「幼児とは，安定すること

でその遊びの中で自分を鐵していくことができる

が，4歳児の後結では言葉の獲繹，自律の年齢差

があるため，ボス離存在の幼児の行動を模1激し観

察する様子がよくみられる」（4隼）

　先の発達特性的な艶握においても，幼児は幼児

な参の興味・イメージ縅したがって遊んでいるこ

とが指摘され，そのことが幼晃難なりの論遷や社

会の発見に結び付いていた。しかし，ここでは，

矯じ事実が，地児との閥での震的の共有・実質的

な集懸がまだ成り立って論ないことや§己寧心的

心性と結びつけられている。コミュニケーション

能力の発達につれて，幼鷺の遊びが，纒々懸々の

遊びから，イメージが共有されたものへと発展す
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るはずのものだけれど，まだそこまでには至って

雅ない，　という見通しカごここ善こはある。幼妻琶難全

般の発達特性だけでなく，幼彊難の発達のプ窟セ

スを見通せるようになったのであ参，そのことに

よって，繕々の幼児の闘の能力や性格の違いが舞

えてくる。そして，幼見たちの人給灘｛系は，秩序

だった仲懸意識・役割関係から成歩立っているも

のではなく，むしろそうした力の差異から生じて

くるものだというリアルな認識が表講される。

　この様にみてみると，さきに表i垂こ関して捲雛要

した，幼児の異体的な活動への言及頻度の違いが

なぜ生じてきたのかが了解できる。すなわち，幼

晃の成長のプロセスを見通せるが麺えに，癒々の

幼晃の具体的な活動の中に，幼児としての力の成

長の度合・差異を見いだすことができるのである。

　社会通念的なヂ童心主義的幼鷺観」から鐵発し

て，幼亮の発達特鮭についての学習1こよって「幼

晃独自の雛界」に対する尊重の姿勢を身につけ，

さらに授業や実習を通して縫々の幼児の成長のプ

璋セスを見通すことができるようになる。ここに

至って，学生諸書は，ヲアルな観察鰻と縄時に，

幼児を「発達すべき存在罵教育の対象」としてみ

る構えを体得したというべきであろう、

2．保育観
　では，次1こ，幼毘の保育というものに対してど

のような見方を持っているのかを見てみよう。

　保膏観については，幼晃観の場合と霧じビデオ

を見た後壁こ，Fビデオの最後の場面で，先生が砂場

紀姿を冠せていますが，あなただったらこの場謡

でどんな鐵きかけをしますか。」という質問2に嚢

滋記述方式で1蚕答を求めた。

韓）　働きカ・けの意翻

　まずはじめに，働きかけをする際，その意纒な

り内容をどのようにおさえているのかを見てみよ
う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3
　そこで働きかけの内容を，次の彗種類垂こ分

類し，そのあらわれかたを学年毎に比べてみ

た。

①　遊びのイメージの発展……砂場での遊び

　の展灘の方陶・内容を糞体的に記述してあ

　るもの。たとえば，「ヒューム管を使ったト

　ンネル葬9・ダム∫容器を硬ってケーキや

　コーヒー集乳を｛馨る∫箱を用意して，　自分

　の家や橋などに琵立てて砂場が一つの霞fになる

　ように異2年〉（ただし，遊びがヂよ参楽しく，

　｛串び｛串びと」とむ玉ヂ子どもの興嚇ミカ重損なわれな

　いように」とかの鑓述だけで，異体的な遊びの

　イメージが述べられていないものはのぞいた。）

②遊びσ〉縫織｛ヒ……二，三入ずつかたま郵こな

　って遊んでいる状態から，より多人数の遊びへ

　の纏．織，あるいは…人遊びの幼児に対する｛熱き

　かけなどを§鮪とした響きかけ。

⑧　しつけや危縷防止……清潔・ケンカの跡立・

　後かたづけなどの注意。たとえば，礒少場はみん

　なの遊び場だから仲良く｛更いましょうねと声を

　かける」「こうすれば籔が汚れないできれいでし

　よう」（i年／

④　子どもと一緒に……上記のような輿棒的な内

　容を示さず，やや一般的に子どもと一緒に遊ぶ

　ことをのべたもの

　その結果を示したのが表3である。

　これを見ると，第一垂こ，　i隼生の場合には，子

どもと一続に遊ぶということだけ，あるいはその

際の接近の仕方を違べているものが多く，遊びの

異体的な発展のイメージや遊びの纏織｛ヒに対する

関心は弱い。

　これは，一つ毒こは，砂遊びの翼，体的なイメージ

が持てないことからくるものと考えられる。と同

時善こ，こうした結果は，たとえば，「幼晃と溝じ気

持ちで幼児と夢率になって遊びたい∫声はかけず

に自分たちの遣罪で遊藪せる」（i年）「織き掛け

をするぞと言う態度が見えみえにならないように

気を｛書け，縛縄としてまぜてちょうだいと子ども

の毯界のルール1こ鍵って溶けこんでいく］（2年）

というように，子どもの遊びや活動をどう方横づ

けるかという点よ参，露分が子どもにどういう形

で接近して行くべきか，どうやったら受け入れら

れるかということが，主要な問題として意識され

ていることを反験したものと考えられる。

働きかけの方肉・内容

i　隼

ﾌ業2参

2　隼‘3　隼（鴛二2蝋簸＝27／ 垂　隼　　　　　計類麗鋤

遊びのイメー
Wの発展

2 i8 i8 21 59

遊びの繕織乾 1 7 i5 i2 35

しつけ・危険
aま

6 i § 蓼 7

一緒に遊ぶ i2 畦 § 2 i8
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　第二に，遊びのイメージの発展が異体的に想定

されて働きかけが叙述されているのは，二無生」以

降多く現れる。これは，本学のカリキュラムにお

いて，2年次の保育内容の研究F絵蚕製作」の中

で実き祭に砂場遊びを体験する機会が取り入れられ

ている効果：と考えられる。

　第三に，遊びの纏織化を意纒した働きかけは，

3年生以降に多く表れる。

　その申には，たとえば，「弩弓を｛乍るのウなどの

言葉かけをして一人遊びを葉越での遊びにもつて

いけるよう盛（2隼）「一人で遊んでいる子どもを

みんなの申に撰き入れて全員で遊べるような砂あ

そびをできるように」（3隼／など，やや性急で観

念的な「みんな一緒に」式のものも晃受けられる。

　それ1こ薄して，学年が上がるにしたがって，幼

晃の状態に応εた，よ撃纒警懸勺な働きかけがふえ

てくる、「傍観している幼髭も，難児と遊べるよう

に，たとえば“○○ちゃんも手伝ってあげたら？

○○ちゃんにも手伝ってもらったら？”などの言

葉をかけ，遊びに入れるようなきっかけを作りた

い。」（3年）「見ていただけの幼禿に塩ビ管などを

渡して遊びに加わるきっかけを与える」「水くみを

するのが特定の子にならないように，‘‘○○くん

力持ちだね。○○くんも力持ちかな”などと声を

かけ自分から水くみをさせるようにする」（4年／

　こうした着想はラ自身の砂遊びの経験紅換えて，

実習の中で幼晃の遊びに換わった体験が生かされ

ているものと考えられる。

／鱒　遊びの状混摺握の構え

　ところで，藩籬で述べたような働きか鯵の内容

が，よ参多く思い描けるからといって，そのこと

青海箋ち垂こ適燐な奪誌きむ縄ナカ書できることを意華来しな

い。むしろ，ビデオに験し鐵された幼晃の状態か

ら灘漸すれば，保育f惹としては特善こ異体的な｛動き

かけをせずに，見寄っていることが適溺な響駈と

することも葺｝能である。

　保育は，保育者による一方的な働きか謬や振示

によってではなく，幼児の露発的な活動の発展を

通してねらいを達成するものであるから，その遊

びがどのような状態にあるかによって，饑きかけ

内容の適否が享彗懸されなくてはなるまい。

　とすると，働きかけに際して，子どもたちの遊

びの状態楚握を嚢覚的1こ行う購えがあるかどう

か，がより大切な問題とされるべきであろう。

　そこで，羅答の申で，子どもたちの興鎌関心が

霧に肉かっているか，遊びが発展しているところ

か，それとも行き詰まっているかなど紅ついての

状混招握が述べられているものがどれくらいある

かを見たのが，表4である。

　i年と2・3・塁年生との鐸遡，　2隼と4年との

溺に有意差が認められる。総じて，学年進行と共

1こ，遊びの場露の状混掘鑿の購えが確立される傾

鋒蟄こあり，特に2年次以降その頗鶴がはっき参と

認められる。

　その異体蓉彗を下にいくつか引濁したが，その捉

え方は様々で，申には籟反する状混掘握がみられ

た重）する。とはいえ，保育惹の働きかけは，幼児

の活動の状態との灘連において決められるべきで

あるという見方が，　2年次以降可能になると蕎っ

てよかろう．これは，さきに幼児観のところでみ

たように，幼児の発達特性なり，発達の過程に関

する学習によって，幼児の異捧的な活動・姿の中

に幼発な9のイメージや人間関係を議み取れるよ

う紀なったこと毒こよるものであろう。

・子どもたちが，（砂山から流れ落ちる承を〉軽水

　の滑参台”と署っていたけれど，ただ承を流し

　てみているだけだったので，水を流してもっと

　おもしろくなるように（3隼）

・中心となっている幼晃毒こ対し，その幼箆のする

　ことをわきでみている幼驚・・遊びに擁わりた

　そうにみている幼児も多いので一もっと積極
　的垂こ黄鶏わるよう紅（3年）

・子どもたちが遊びに入り込んでいるように思え

　たので，遊びがどう変わっていくかあまり環魔

　をせずに様子を見たいと思った（4奪）

・水が流れる様子に興瞭を持ったこどもたちの気

持ちを大切にしてあげたいと思うので

・あの状態では，その後，おもしろくなくなって

遊びを接げてしまう子が趨てくると思われるの

表4　遊びσ〉献濁掘握¢〉姿勢

i　隼
ﾜm24〉

2　年
i盈窯2§）

3　隼
i箆鷺27）

4　年
^豊業3§／

あ　彗 i 7 i3 2§

な　し 23 22 i尋 憩

＊有意差嬢定（好嬢定　有意水準5％）

　i年く4葺｛2i．鱒
　i年＜3年｛i2．3填）

　2津く垂年｛憩．7の

　i年＜2隼（畦．㈱　　｛）内はズ2の纏
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　で・一イメージを転換させる灘激が必要とな

　ると懇、われる（尋奪三）

③　難きかけの方法

　さて，次に，働きかけの方法について，懇答を

分析してみたい。

　的子どもへのアプ寮一チ

　働きか綬の方法に臠して，まず，子どもに対す

る接近の方法の問題を見てみたい。

　子どもたちにどのように接近して行くかによっ

て，騰きかけ1こ薄する子どもたちの受け盗め方が

左右される場合がある。そこで，働きかけの際に，

予ど趨こ録する第一声をどのよう1こ行おうとして

いるかを見てみた。

　子どもに鰐する最密のことばかけを，次のよう

1こ藝分し，その表れ方を髭べてみた。俵5）

①　子どもたちの遊びのおもしろさや悸っている

　ものを認め，受け入れようとする共感的なこと

　ばかけ。

②子どもたちが作ったできばえをほめる，賞賛

　的なことばかけ．（①と③の醐彗は微妙だが，②

　は“じょうずね”などと，子どもの技能に観す

　る賞賛を含んだものとして区霧した。）

⑧　“何をしているの”などとたずね，子どもの

　急襲なり意味づけを確かめようと質問する。

⑧　特にことばかけが記述されていないもの。

　ま隼生の場合は，勉の学年に比べて，共感的な

ことばかけがすくなく，次のような賞賛的なこと

ばかけや質問が多い。

　F幼児一人一人に編を作っているのとかうまい

わねえなどと声をかけ」「褒｝を作っているか弾

く一・苦労したところとか，工夫したところな

どを聞き，ほめる∫子どもたちの舞った砂の毒に

ついて謡しかけて，どんな状況なのか縫いてみる。

表5　幼毘に耕する籾めのことばかけ

1　年
ﾘ語2蓬／

2　年
ﾘ二2§〉

3　隼
o無罵27／

4　庫
i貌二3奪）

共　感　的 4 韓 9 i7

i賞　賛　的 6 i § 2

質　　　隅 8 4 5 ！

特になし § M i3 §

湧9葬3月

そして子どもたちの遊びの鍵界にとけ込もうとす

る。」（i隼）

　ここには，子どもにどう接近したらいいのか戸

惑ったり，また子どもをほめることによって子ど

もたちに受け入れてもらいたいという気持ちを，

かいま見ることができるよう垂こ思われる。

　それに越して，2隼次以降は，共感的なことば

かけが増える。

　「みんなで馨ったのかな？　ずいぶん大きな湊

ができたね，すごいね」（i年1）「子どもが砂海に

登っていたので，琴わあ○○くんがあがってもくず

れないじょうぶなお毒だねえ諜ということばかけ

をする∫うわ一，すごい，山のてっぺんに登った

んだ。遠くまでよく見えるかな」（2年）「うわあ

すごいわねえ，水がどんどん流れているねえ，一ド

に水たまりができているよ。このお水はどこに流

れるのカ〉なあ」（3奪）

　さらに，准年生の中には，「（比較的麹己主張の

襲い子）○○ちゃんのおもしろそうね毒縁奪）

というよう1こ，子どもの承認要求を意識して，接

近方法1こ懸霧的なくふうを超えている場合も見受

けられる。

　も）働きかけの手だて

　次にっ働きかけの際，どの様な手段・方法を篤

いようとしているかを発てみる。

　ここでは，働きかけを次のように分類した。

　i　壷接的方法

　①率先行動・・保育餐霞ら，｛羅かを一織こ｛乍つ

た参して遊ぶ（綱「先生も混ぜてと仲賜に入り一

緒に遊ぶ中で幼児の思い付かないような遊びの方

法を幼児に抵抗なく受け入れさせるようなはたら

き力葛ナ」　2隼〉

　②誘いかけ・・こと麟こよる遊びの方肉づけ。

ヒントを与えた参，一緒にやろうと誘いかける（綱

「あれ，滑る台かな？　お毒かな？　じゃ先生，

トンネルとか絹とかも作ってほしいなあ　i年／

　③謡合い・・子どもと譲合いながら，遊びの方

向を決めようとする（鋼　 「これはいったい婦を

するお由なのかな」と子どもたちに賜いかけ，た

とえば「すべ磐台なの」とか子どもたちが蓄えば

Fそれじゃどこから登ってどこをすべるのかな」

ヂ登る畢こは縛があれば登りやすいかな」「じゃあ踏

段をつくってみよう」　2年〉

　2　間接的方法

　④イメージ言葉・・子どもたちの遊びの中のイ
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表6　鐵きかけの方法
…
　
…

i　隼
i獄m2虜

2　年
i費需鋤

3　駕
ﾘ身7／

4　隼
ﾘ工鋤

率　先　行　動 4 鱒 2 9

i藍
艶ﾚ
遠I
鴛福

P法

さそいかけ 菊 鱒 i2 ii

誌　　合　　い 違 7 尋 2

イメージ言葉 i i 3 8

i
種
購
纏
i

環　境　提　鐵 § 茎i 鱒 ii

地縄への驕心 暮 2 鯵 8
編
述
な
し
i ii 2 i 2

メージに耀した，イメージ喚起的なことばかけ（鋼

「（水を運んできた子に〉もっといっぱい雨降らさ

ないと大きな湖できないぞ」婆年／

　講・素材《珍鍵盤・・遊びの展竸1こヒントに

なるような素耕や遺糞の提僕（溺「ホースを持っ

てきてまわ参を海にした9」2隼）

　⑥飽晃への関心喚起・・亀の子どもの遊びや行

動に注目させて，行動を方梅づける（例「ことば

かけ紅よ参友だちの存在を明確にしていく。たと

えば○○ちゃんが承をくんできてくれたよ」3年／

　3　方法上の記違無し

　この結果をまとめた表§を見てみると，嚢接的

な方法に臠しては，学奮闘の顕著な違いは見いだ

せない。しかし，驚接的な方法については学年進

行に伴って多様な方法をあげるようになってい

る。すなわち，　i年生は懸とんどそうした方法に

ついて着意することができないのに対して，「環境

提供」については2隼生から，また「飽児への関

心喚起」について1ま3庫生から，さら1こ「イメー

ジ鳶葉」については遷年生で多くなる領海が読み

取れる。

　この様な間接的な｛動き力魂ナの方法は，幼権穂で

の保育に際して不胃欠のものである。その点での

学習は，着実に進んでいる様子が窺える。

　　　　　いての知識を見るため，次の5つの技

　　　　　法について異体的説明を求めた。

　　　　　　・スクラッチ（ひっかけ絵）

　　　　　　・フ窪ッタージュ（こすり癒し）

　　　　　　・マーブ奪フング

　　　　　　・フィンガーペインティング（捲絵）

　　　　　　・はじき絵

　　　　　　それぞれの正答率と，得点の分布を

　　　　　表7・8に示した。（なお，マープサン

　　　　　グについては，下地凝と絵の翼の種類

　　　　　や駕法についてはいくつかの方法があ

　　　　　るため，基本的な原種の理解があれば

　　　　　正答とした。また，フィンガーペイン

　　　　　ティングについては，筆を篤いず手振

　　　　　を絹いることをさして広義に硬われる

　　　　　場合もあるが，ここでは幼稚鍵でよく

　　　　　採絹される方法として絵の翼善こノ罫麦

粉・のりを混ぜて篤いることを明誌してあるもの

だけを正答としたq）

　得点の分薦を見ると，護年生は，地の全ての学

年との縫1こ，　またi奪1生1と3奪生との霧垂こ，；薄意

差がみられる。｛表7）

　また，技法毎の学年問の豆答率は，フィンガー

ペインティング・マーブヲング・フロッタージュ

などでばらっきが大きくなっている。（表麟

　こうした結果は，これまでなんらかの形で経験

したことのあるもの亨その名称から推濁しやすい

ものなど1こついては，学年聞の違いがなく，異体

的経験がないと騒答できないものに関して差が大

表7　搭蚕技法の正答数

i　隼 2　年 3　隼 4　隼

§
　
　
i
　
　
2

3
§
8

i
マ
9

§
嘆
§

§
尋
i3

4

卿
9

藝

i

§

§

［
3

i

8

塁

2

与

§

ii

計 28 29 27 3馨

3．造形活動に関する知識

轡　織蚕技法

　幼稚癒1こおいて，よく季嬬される雛懸技法につ

＊春意差検定韓テスト）
　i％趣験率：1篤く毒茸14。泓／
　　　　　2隼く尋隼　｛4、27）
　　　　　3彗三く唾隼　（3、27）

　§％危験率二i隼＜3庫（2．舞の
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表8　搭画技法の五箸率

1　集
尓Z2の

2　年
ﾘ＝2§） （P謡7旗

3　鐸i4　年
@　　　　費窯灘

衰

スクラッチ 　i7
i7§．8／

　鎗
i34．5／

　i2
o44．㊧

　25
ﾈ3、3）

劔

フ葺ッタージュ
　　3
oi2．5〉

　　7
i2壌．i／

　慧
o4馨．8》

　2§
i§6．7）

護7

マーブリング
　　7
o29．2！

　鱒
i3護．5／

　　8
i29．61

　2籍
�D7）

逢5

フィンガーペイン
eィング

参 § 　欝
i37．韓

　菊
i33．3）

2巷

はじき絵
　　　5

ｾ．鋤
　鰺
i65．5〉

　翼
^5i．§／

　2§
宸U、7）

58

きいことを示している。特に，i年生の正答率が

低いことは，大学以羨には，このようなプヲミチ

プではあるが，携錘への抵貌感を弱めるのに有効

な鼓法に驚する実際の経験が，総体として少ない

ことを窺わせる。

　全体としては，学隼進行1こともなって，この様

な技法に饗する知識が着実に身についているとい

える。しかし，フィンガーペインティングやマー

プ亨ングの正答率が全体として低いことは，織露

技法についての知識が蓄葉の圭でのものにとどま

り，実際1こ保畜で癒絹するには不確かなのではな

いかと，やや不安を感じさせる。

②　男雛の製作技法

　次に，製作活動に関わる技法垂こついての知識を

見るために，男雛の製撫こついて次のような質問

を行った。

　ヂ幼稚露の子どもたちが，ひな祭9に雛入形を

｛乍ることになりました。身近な誘料でいろいろな

男雛を舞るとしたら，どんな材料を硬って葬るの

が適切でしょうか、頭部，購体・衣装，刀の各薬

分泌ついて，5～7種類の製作弼（誘料と製拝方

法／を記入しなさい。」

　まず，製葎の韓料についての知識を見るため，

種答の中に材料・素樽名が擁種類溺示されている

かを集…弄し，その結果を，廃梅（空き箱・蓬・緬

など，家庭にある不穏贔）と教翻（爽薦紙・糖土

など，幼稚穰で教縁として購入して硬臠している

もの／と1こ分けて，その反癒数を表鱗こまとめた。

　その結果，教麺に関して，尋隼生と，i・2年1

生との間にだけ有意差が綾趨された。これは，た

とえば，紙の種類をどれだけ多く知っているかな

どによって生じたものであり，幼稚鑛で襲う実際

　　　　の教材についての知識の違いが表れたも

　　　　のだと考えられる。

　　　　　次に，製鐸の技法についてどれだけ多

　　　　様な工夫を想起できるか，製伜方法の鋼

　　　　示数の分布を講べた。

　　　　　この点について獄，i無生が，飽の全

　　　　ての学隼に薄して少ない反癒数を示し

　　　　た。このことは，大学における学習によ

　　　　って，実技的な知識が進んでいることが

　　　　窺える。

　　　　　しかし，製誓事蠣数の多小は，造形活

　　　　勤に対する発想の豊かさをある程度示唆

　　　　するものだといえ，事綱数の差が直ちに，

製作技能・感覚の確かさを意味するとは害えない。

掻答事｛懇の内容が問題にされる必要があろう。

　この点に関わるものとして，どれだけ鑛部の華

アヲティに注意して製聾しているかを見るため

に，雛人形の冠と，刀の鍔・鞘の製作鋼をあげた

ものの人数を調べてみた。しかし，学年1こよる差

はまったく認められなかった。製｛乍活動に対する

感覚や技能は，大学入学蒲に形成されるものなの

かも知れない。

　製作技衛の質的問題の検討は，この点だけでは

不十分であり，本来なら，よりくわしくその内容

的な　　たとえば，幼児に適した難易度の方法選

択，製｛乍技能の水準などの一分析を試みなけれ

ばならないところである。だが，短い文章での璽

答を求めたために，製舞方法についてはごく蕎単

な叙遜しか得られなかった。そのため，そうした

点での数纏化がかなり羅難とな参，質的分析は行

えなかった。講壼方法の問題として，今後の反省

点としたい。
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